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中
国
21 

Vol･

50 

予
告（
19
年
３
月
刊
行
予
定
）

特
集
◎   

中
国
近
現
代
知
識
経
験
と
文
学

　

伝
統
的
な
文
学
理
論
で
は
、
文
学
の
「
本
質
論
」「
功
用

論
」「
性
情
論
」「
文
体
論
」「
風
格
論
」
を
探
求
す
る
が
、

文
学
を
ひ
と
つ
の
研
究
「
対
象
」
と
し
て
「
知
識
論
」
の

観
点
か
ら
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
清
末
に
新
式
学

堂
が
設
立
さ
れ
、「
文
学
」
が
「
学
科
」
の
ひ
と
つ
と
さ
れ

て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
清
末
以
降
、
学
問
の
「
知
識

化
」「
客
観
化
」
の
傾
向
は
、
文
学
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
人
文

学
へ
と
徐
々
に
押
し
寄
せ
、
時
と
と
も
に
人
文
学
と
科
学

と
を
二
分
す
る
構
造
は
激
し
く
脅
か
さ
れ
た
。
そ
の
具
体

的
事
例
の
最
た
る
も
の
は
、
ま
さ
し
く
一
九
二
〇
年
代
の

「
科
学
／
玄
学
論
争
」
で
あ
る
。

　

本
特
集
は
、
近
代
の
知
識
体
系
が
各
形
式
の
文
学
表
現

に
ど
の
よ
う
に
融
け
込
ん
だ
の
か
、
新
詩
・
翻
訳
小
説
・

清
代
白
話
小
説
及
び
民
間
の
韻
文
体
な
ど
の
異
な
る
文
体

形
式
に
よ
り
、
国
外
の
知
識
が
い
か
に
伝
播
し
導
入
さ

れ
、
国
内
の
知
識
が
い
か
に
統
合
さ
れ
た
の
か
を
探
求
す

る
。
ま
た
、
そ
の
近
現
代
的
経
験
や
言
語
形
式
を
弁
証
法

的
に
説
明
し
、
中
国
近
現
代
文
学
が
い
か
に
近
代
「
知

識
」
経
験
の
変
化
を
捉
え
る
の
か
を
論
じ
る
。

【
座
談
会
】 

鄭
毓
瑜
×
王
徳
威
×
林
少
陽
×
伊
藤
徳
也
×

石
井
剛
×
橋
本
悟
×
津
守
陽
×
潘
少
瑜
×
高
嘉
謙
×
許
暉

林
×
裴
亮
×
張
政
傑　

【
論
説
】
鄭
毓
瑜
、
潘
少
瑜
、
伊
藤
徳
也
、
高
嘉
謙
、
津

守
陽
、
鳥
谷
ま
ゆ
み
、
裴
亮
、
林
少
陽
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執
筆
者
紹
介

李 

紹
明 

Li Shaom
ing

一
九
三
三

－

二
〇
〇
九
年
。
四
川
省
民
族
研
究
所
研

究
員
。
涼
山
イ
族
奴
隷
制
社
会
、
チ
ベ
ッ
ト
族
社

会
・
歴
史
、
チ
ャ
ン
族
社
会
・
歴
史
。『
民
族
学
』

『
涼
山
彝
族
奴
隷
社
会
』『
羌
族
史
』『
彝
族
古
代
史
』

『
李
紹
明
民
族
学
文
選
』

冉 

光
栄 

R
an G

uangrong

一
九
三
八
年
生
ま
れ
。
四
川
大
学
歴
史
文
化
学
院
教

授
。
中
国
近
代
史
、
西
南
民
族
史
。『
中
国
蔵
伝
仏

教
史
』『
羌
族
史
』『
自
貢
塩
業
史
』

李 

錦 
Li Jin

一
九
六
五
年
生
ま
れ
。
四
川
大
学
中
国
蔵
学
研
究

所
・
歴
史
文
化
学
院
教
授
。
チ
ベ
ッ
ト
族
の
社
会
と

文
化
、
人
類
学
の
理
論
と
方
法
、
生
態
人
類
学
。

『
家
屋
與
嘉
絨
蔵
族
社
会
結
構
』『
民
族
文
化
生
態
與

経
済
協
調
発
展
│
対
瀘
沽
湖
和
香
格
裏
拉
的
案
例
研

究
』『
羌
笛
新
曲
│
王
泰
昌
家
族
百
年
口
述
史
』

石 

碩 
Shi Shuo

一
九
五
七
年
生
ま
れ
。
四
川
大
学
中
国
蔵
学
研
究
所

副
所
長
・
歴
史
文
化
学
院
教
授
。
チ
ベ
ッ
ト
族
史
、

西
南
民
族
史
。『
西
蔵
文
明
東
向
発
展
史
』『
吐
蕃
政

教
関
係
史
』『
蔵
族
族
源
與
蔵
東
古
文
明
』『
蔵
彝
走

廊
│
文
明
起
源
與
民
族
源
流
』『
青
蔵
高
原
碉
楼
研

究
』

楊 

天
宏 

Yang T
ianhong

一
九
五
一
年
生
ま
れ
。
四
川
大
学
歴
史
文
化
学
院
教

授
。
中
国
近
現
代
史
研
究
。『
口
岸
開
放
與
社
会
変

革
│
近
代
中
国
自
開
商
埠
研
究
』『
基
督
教
與
民
国

知
識
分
子
│
一
九
二
二
年

－

一
九
二
七
年
中
国
非
基

督
教
運
動
研
究
』『
救
贖
與
自
救
│
中
華
基
督
教
会

辺
疆
服
務
研
究
』

羅 

中
枢 

Luo Z
hongshu

一
九
五
六
年
生
ま
れ
。
四
川
大
学
公
共
管
理
学
院
教

授
。
行
政
管
理
お
よ
び
辺
疆
治
理
研
究
。『
人
性
的

探
究̶

̶

休
謨
哲
学
述
評
』『
重
玄
之
思̶

̶

成
玄

英
的
重
玄
方
法
和
認
識
論
研
究
』『
公
民
社
会
與
農

村
社
区
治
理
』

劉 

志
揚 

Liu Z
hiyang

一
九
六
五
年
生
ま
れ
。
中
山
大
学
人
類
学
系
教
授
。

中
国
少
数
民
族
社
会
・
文
化
、
チ
ベ
ッ
ト
学
人
類

学
。『
蔵
彝
走
廊
里
的
白
馬
蔵
族
│
習
俗
、
信
仰
與

社
会
』『
郷
土
西
蔵
文
化
伝
統
的
選
択
與
重
構
』

袁 

暁
文 

Yuan X
iaowen

一
九
六
六
年
生
ま
れ
。
四
川
省
民
族
研
究
所
所
長
。

民
族
学
、
人
類
学
、
チ
ベ
ッ
ト
学
。「
四
川
蔵
区
個

体
私
営
経
済
発
展
研
究
」『
四
川
民
族
地
区
基
礎
教

育
現
状
調
査
分
析
與
対
策
研
究
』（
編
著
）『
中
華
文

化
大
系
・
蔵
族
巻
│
雪
域
之
光
』（
主
編
）

汪 

洪
亮 

W
ang H

ongliang

一
九
七
六
年
生
ま
れ
。
四
川
師
範
大
学
歴
史
学
院
教

授
。
中
国
近
現
代
史
、
辺
疆
学
術
史
、
地
方
文
化
史
、

中
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
と
大
学
校
史
。

『
民
国
時
期
的
辺
政
與
辺
政
学
』「
民
国
時
期
的
辺
政

研
究
與
民
族
学
│
従
楊
成
志
的
一
篇
旧
文
説
起
」

「
民
国
時
期
国
人
対
“
辺
疆
”、“
辺
政
”
涵
義
的
認
識
」

耿 

静 
G

eng Jing

一
九
六
九
年
生
ま
れ
。
四
川
省
民
族
研
究
所
研
究
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員
。
民
族
学
、
チ
ャ
ン
族
社
会
・
文
化
。『
羌
郷
情
』

『
汶
川
蘿
蔔
寨
考
察
報
告
』『
羌
族
服
飾
文
化
図
志
』

（
共
著
）

王 

田 
W

ang T
ian

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
西
南
民
族
大
学
副
教
授
。
文

化
人
類
学
。『
従
内
陸
辺
疆
到
民
族
地
方
│
雑
谷
脳

河
流
域
的
市
場
演
化
與
族
群
互
動
』「
清
代
前
期
雑
谷

脳
河
流
域
的
漢
番
山
地
交
易
│
以
半
坡
寨
文
書
為
中

心
」「
羌
族
地
区
村
落
社
会
的
災
難
応
対
機
制
研
究
」

周 

蜀
蓉 

Z
hou Shurong

一
九
五
六
年
生
ま
れ
。
四
川
大
学
博
物
館
教
授
。
文

化
人
類
学
、
華
西
辺
疆
研
究
。『
葛
維
漢
民
族
学
考

古
学
論
著
』（
共
編
著
）「
発
現
辺
疆
│
華
西
辺
疆
研

究
学
会
研
究
」

鄒 

立
波 

Z
ou Libo

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
四
川
大
学
中
国
蔵
学
研
究
所

副
教
授
。
チ
ベ
ッ
ト
学
、
西
南
民
族
史
。『
明
清
時
期

嘉
絨
蔵
族
土
司
関
係
研
究
』『
青
蔵
高
原
碉
楼
研
究
』

張 

琪 
Z

hang Q
i

一
九
八
七
年
生
ま
れ
。
四
川
大
学
助
理
研
究
員
。
文

化
人
類
学
、
中
国
西
南
少
数
民
族
宗
教
。「
陰
伝
：

白
褲
瑶
鬼
師
的
職
業
身
份
獲
得
│
兼
與
盤
瑶
師
公
之

比
較
」「
統
計
化
：
社
会
転
型
的
另
類
向
度
│
評
劉

新
的
〈
中
国
蜃
景
〉」「“
栄
耀
與
輝
度
”：
一
種
政
治

建
構
維
度
│〈
尼
加
拉
〉的
再
解
読
」

李 

沛
容 

Li Peirong

一
九
八
三
年
生
ま
れ
。
四
川
大
学
中
国
西
部
辺
疆
安

全
與
発
展
協
同
創
新
中
心
特
聘
副
研
究
員
。
中
国
近

代
史
と
西
南
少
数
民
族
の
社
会
・
文
化
。『
乱
世
求

存
│
二
〇
世
紀
五
〇
年
代
前
川
滇
辺
地
的
歴
史
與
文

化
』「
民
国
学
界
対
辺
地
土
司
問
題
的
認
知
與
求

解
」「
抗
戦
以
来
民
族
学
／
人
類
学
界
対
国
族
建
構

的
新
解
│
以
西
南
民
族
研
究
為
中
心
」

川
田 
進 

K
awata Susum

u

一
九
六
二
年
生
ま
れ
。
大
阪
工
業
大
学
工
学
部
教

授
。
中
国
地
域
研
究
。『
東
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
空

間
』『
中
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
芸
術
』

小
西
賢
吾 

K
onishi K

engo

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
金
沢
星
稜
大
学
教
養
教
育
部

准
教
授
。
文
化
人
類
学
。『
四
川
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教

と
地
域
社
会
│
宗
教
復
興
後
を
生
き
ぬ
く
ボ
ン
教
徒

の
人
類
学
的
研
究
』“Inter-regional R

elationships 

in the C
reation of the L

ocal Bon Tradition: A
 

C
ase Study of A

m
do Sharkhog

”「
再
生
／
越
境
す

る
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
支
え
る
ボ
ン
教
の
復
興
」

河
合
洋
尚 

K
awai H

ironao

一
九
七
七
年
生
ま
れ
。
国
立
民
族
学
博
物
館
グ
ロ
ー

バ
ル
現
象
研
究
部
准
教
授
。
社
会
人
類
学
。『
景
観

人
類
学
の
課
題
│
中
国
広
州
に
お
け
る
都
市
環
境
の

表
象
と
再
生
』『
日
本
客
家
研
究
的
視
角
與
方
法
│

百
年
的
軌
跡
』（
編
著
） C

reating M
ulticulturalism

 
am

ong the H
an Chinese: Production of Cantonese 

Landscape in U
rban G

uangzhou

宮
脇
千
絵 

M
iyawaki C

hie

一
九
七
六
年
生
ま
れ
。
南
山
大
学
人
類
学
研
究
所
第

一
種
研
究
所
員
、
同
人
文
学
部
准
教
授
。
文
化
人
類

学
。『
装
い
の
民
族
誌
│
中
国
雲
南
省
モ
ン
の
「
民

族
衣
装
」
を
め
ぐ
る
実
践
』「“
民
族
服
飾
”
的
品
牌

和
流
行
│
以
雲
南
省
文
山
州
蒙
支
系
苗
族
服
飾
的
成

衣
商
品
化
為
例
」“C

hanges in M
inority Life Seen 

T
hrough the Transform

ation of D
ress: A

 C
ase 

Study of H
m

ong in Yunnan, C
hina

”

塚
田
誠
之 

Tsukada Shigeyuki

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
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授
、
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所
客
員
研
究
員
。
歴

史
民
族
学
。『
壮
族
社
会
史
研
究
│
明
清
時
代
を
中

心
と
し
て
』『
壮
族
文
化
史
研
究
│
明
代
以
降
を
中

心
と
し
て
』『
民
族
文
化
資
源
と
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
│

中
国
南
部
地
域
の
分
析
か
ら
』（
編
著
）

高
橋
五
郎 

Takahashi G
oro

愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教
授
。
中
国
農
業
・
食
糧

問
題
。『
中
国
経
済
の
構
造
転
換
と
農
業
』『
日
中
食

品
汚
染
』『
チ
ャ
イ
ナ
・
ト
リ
ッ
ク
ス
』

加
納
希
美 

K
ano N

ozom
i

金
沢
大
学
人
文
学
類
専
任
講
師
。
中
国
語
学
。「
動

量
詞
句
と
り
た
て
構
文
の
シ
ン
タ
ク
ス
と
意
味
」「
計

量
臨
時
量
詞
の
構
文
機
能
│
空
間
様
態
描
写
機
能
を

中
心
に
」「
拡
張
二
重
目
的
語
構
文
の
成
立
条
件
│

臨
時
量
詞
に
よ
る
結
果
描
写
と
の
関
連
を
中
心
に
」

松
岡
正
子 

M
atsuoka M

asako

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
部
教

授
。
中
国
文
化
人
類
学
。『
青
蔵
高
原
東
部
の
チ
ャ

ン
族
と
チ
ベ
ッ
ト
族
│2008

汶
川
地
震
後
の
再
建

と
開
発
』『
中
国
青
藏
高
原
東
部
の
少
数
民
族 

チ
ャ

ン
族
と
四
川
チ
ベ
ッ
ト
族
』『
四
川
の
チ
ャ
ン
族
│

汶
川
大
地
震
を
の
り
こ
え
て〔1950 ‒2009

〕』（
共
著
）

訳
者
紹
介

飯
田
直
美 Iida N

aom
i

一
九
七
三
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
国
際
問
題
研
究
所

補
助
研
究
員
。
中
国
文
学
。「
五
四
の
「
反
伝
統
」
問

題
再
論
」（
翻
訳
）

高
橋
め
ぐ
み Takahashi M

egum
i

一
九
七
五
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
非
常
勤
講
師
。
中

国
語
学
。

柏
木
豊
美 K

ashiwagi Toyom
i

愛
知
大
学
大
学
院
中
国
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在

学
。
中
国
文
化
人
類
学
、
中
国
雲
南
省
少
数
民
族
の

文
化
。「
ラ
フ
族
に
関
す
る
先
行
研
究
と
そ
の
課

題
」「
ラ
フ
族
の
創
世
神
話
に
関
す
る
一
考
察
」

本
多
正
廣 H

onda M
asahiro

一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
愛
知
大
学
大
学
院
中
国
研
究

科
博
士
後
期
課
程
在
学
。
中
国
民
俗
学
、
民
国
期
の

斉
魯
山
、『
三
百
六
十
行
』
研
究
。

嶋
田 

聡 Shim
ada Satoshi

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。
長
野
大
学
、
長
野
ビ
ジ
ネ
ス

外
語
カ
レ
ッ
ジ
非
常
勤
講
師
。
中
国
近
代
文
学
、
台

湾
近
代
文
学
。「「
自
治
」と
「
友
愛
」│
│
日
本
統
治

期
台
湾
に
お
け
る
蔡
培
火
の
政
治
思
想
」「
日
治
時

期
蘇
維
熊
文
芸
思
想
的
歴
史
考
察
│
│
以
〈
自
然
文

学
〉
為
中
心
」「
文
学
論
の
表
現
モ
デ
ル
と
し
て
の

厨
川
白
村
│
黄
得
時
「『
科
学
上
的
真
』
与
『
芸
術

上
的
真
』」と
雑
誌
『
先
発
部
隊
』
に
関
す
る
一
考
察
」

学
会
通
信

◎
学
会
員
活
動
（
二
〇
一
八
年
四
月
〜
二
〇
一
八
年
十
月
）

薛 

鳴

　

講
演
「
人
間
関
係
が
如
何
に
言
語
行
動
影
響
す
る

か
│
中
国
語
社
会
と
日
本
の
比
較
か
ら
」（
待
遇

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
二
〇
一
八
年
秋
季
大

会
、
於
早
稲
田
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
七

日
）

松
岡
正
子

　

学
会
報
告
な
ど
「
宗
族
社
会
中
的
女
性
機
能
研
究

│
以
金
門
県
珠
山
聚
落
的
女
性
為
例
」（「
亜
太
区

域
発
展
中
的
廈
金
角
色
」
学
術
研
討
会
、
於
中

国
・
廈
門
大
学
、
二
〇
一
八
年
九
月
二
九
日
）、

「
爾
蘇
蔵
族
的
Ｊ
Ｏ
與
羌
族
的
白
石
│
遷
徙
伝
説

的
記
憶
與
再
生
」（
漢
蔵
羌
文
化
交
流
史
研
討
会

│
第
三
届
多
視
角
蔵
羌
彝
走
廊
研
討
会
、
於
中

国
・
中
央
民
族
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
〇

日
）、「
災
害
重
建
與
文
化
力
量
│
以
二
〇
〇
八
年

中
国
汶
川
地
震
與
二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
為

例
」（「
南
方
沙
龍
」
講
座
、
於
マ
レ
ー
シ
ア
・
南

方
大
学
学
院
、
二
〇
一
八
年
八
月
二
三
日
）
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編
集
後
記
│
│
一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
抗
戦
期
、
中
国
沿
岸
部

の
大
学
は
次
々
に
西
南
地
区
に
疎
開
し
、
四
川
や
雲
南
に
は
多
く

の
人
類
学
者
や
隣
接
諸
科
学
の
研
究
者
が
集
結
し
た
。
そ
の
結

果
、
成
都
で
は
華
西
協
合
大
学
を
中
心
と
し
た
華
西
学
派
が
、
昆

明
で
は
雲
南
大
学
と
西
南
連
合
大
学
が
中
心
と
な
っ
て
現
地
の
少

数
民
族
調
査
を
行
い
、
大
き
な
成
果
を
残
し
た
。
少
数
民
族
研
究

の
黄
金
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
民
族
集
団
が
、
緩
や
か

な
変
化
を
と
げ
な
が
ら
も
な
お
原
初
の
姿
を
残
し
て
い
た
こ
と
、

一
方
研
究
者
側
に
お
い
て
は
、
様
々
な
分
野
の
研
究
者
が
一
堂
に

会
し
、
救
国
の
名
の
下
に
個
人
あ
る
い
は
集
団
で
、
受
容
し
た
ば

か
り
の
西
欧
の
理
論
と
方
法
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
、

と
い
う
二
つ
の
要
因
が
重
な
っ
た
結
果
で
も
あ
る
。
◇
日
本
で

は
、
当
時
の
民
族
研
究
に
つ
い
て
は
雲
南
の
み
が
と
り
あ
げ
ら

れ
、
四
川
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
両
者

は
、
近
年
復
刻
さ
れ
た
英
文
の
『
華
西
辺
疆
研
究
学
会
雑
誌
（
整

理
影
印
全
本
）』
全
十
巻
（
四
川
大
学
博
物
館
整
理
、
中
華
書

局
、
二
〇
一
四
年
）
と
『
西
南
聯
大
時
期
民
族
調
査
文
書
巻
（
南

開
大
学
博
物
館
蔵
品
図
録
）』（
南
開
大
学
博
物
館
編
、
科
学
出
版

社
、
二
〇
一
七
年
）
を
比
べ
れ
ば
、
そ
の
学
術
的
内
容
や
当
時
の

世
界
に
対
す
る
影
響
力
な
ど
、
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
◇
李
紹

明
先
生
は
西
南
民
族
研
究
を
行
う
す
べ
て
の
者
に
と
っ
て
「
師
」

で
あ
っ
た
。
筆
者
も
李
錦
や
耿
静
と
と
も
に
ご
指
導
を
う
け
て
共

同
調
査
を
し
、
奇
し
く
も
、
同
時
期
に
李
先
生
が
最
後
に
提
唱
さ

れ
た
テ
ー
マ
を
検
討
し
始
め
た
。
華
西
学
派
の
「
遺
産
」
を
正
し

く
評
価
し
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
「
弟
子
」
の
使
命
で
あ
る
と
思

う
。
◇
最
後
に
、
責
任
編
集
者
と
し
て
発
行
時
期
が
大
幅
に
遅
れ

ま
し
た
こ
と
を
、
執
筆
者
な
ら
び
に
関
係
者
各
位
に
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
松
岡
正
子
）


